
伊穣元童震災復興政策一勧斉学者泊洪同提言持鈷町制+会へ市i暑活用[原虫提供不可1
2.01 1年05月23日朝刊020j面見出し4

『
外
踊
伎
が
存
在
す
る
経
語
モ
は
て
z
m
槙
や
財
政
の
持
続
商
館
佳
吾
の
訟
大
が
予
想
さ
れ
る
う
え
、
税
社
な
ど
が
後
置
や
企
撲
か
ら
の
贈
司
・
3
3
0
'
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政
府
の
介
入
が
必
要
に
な
る
」
と
衡
か
し
か
ね
な
い
.
率
引
宰
主
げ
後
の
消
質
減
退
も
纏
入
価
格
牽
上
げ
る
こ
と
厄
よ
る
供
筆
者
以
外
の
共
同
処
置
メ
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え
て
い
る
.
例
え
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集
積
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れ
ら
を
踏
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コ
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ま
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給
帽
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せ
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l
{
五
十
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益
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泊
め
る
場
合
に
は
、
都
市
担
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あ
り
方
、
電
力
否
脅
策
、
と
し
た
駆
防
局
地
み
需
袈
も
期
待
で
自
家
務
省
銀
備
手
持
民
供
給
能
力
田
芳
扶
邸
・
早
稲
図
大
学
教

後
V
+
A
M
W
文
雄
・
穴
恒
穴
事
守

計
画
な
ど
で
政
府
が
資
源
配
分
を
持
続
苛
婦
な
町
づ
く
り
の
3
点
に
き
る
可
逆
に
労
働
所
得
や
訟
入
所
に
余
裕
の
あ
る
企
業
が
、
余
剰
沼
教
侵
マ
信
藤
脱
・
一
繍
大
学

陽
噂
す
る
品
」
と
が
有
効
だ
吾
立
つ
い
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え
霊
地
べ
た
い
。
経
桝
得
へ
の
標
税
ま
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m
在
同
畏
謡
を
引
力
差
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舗
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給
し
て
、
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百
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一
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鯉
可
能
性
-
で
あ
る
・
学
曲
に
E
し
い
政
鴛
ほ
個
得
て
し
て
き
予
げ
、
長
〈
影
響
か
暗
莞
料
金
が
高
く
て
も
M
m
時
間
軍
力
を
晶
子
教
授
マ
土
居
丈
m
・
鹿
届

陸

離

本

華

街

に

と

っ
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貧
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資
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判
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酒
税
と
し
て
の
抽
福
貌
牽
復
活
使
い
た
い
φ
楽
に
旅
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る
よ
ラ
な
桟
塾
大
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奇
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罰
I
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E
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2
と
も
合
理
的
だ
句
会
固
で
悶
定
資
力
の
卸
価
格
の
自
国
な
牽
動
を
過
後
百
V
八
代
尚
宏
・
国
際
醤
督

警
本
轟
災
か
ら
の
重
に
用
す
吾
』
と
で
;
君
豊
か
な
生
}
晶
言
。
」
と
い
い
な
い
わ
げ
な
い
。
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期
的
に
は
痛
み
の
少
な
嚢
を
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す
る
に
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強
い
政
治
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首
位
患
の
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併
は
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轟

事

弓

教

室

客

貴

重

喜

川

博

つ
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て
、
車
府
の
復
興
積
雲
際
揺
が
実
寝
室
る
.
こ
究
室
位
、
で
は
な
い
・
緩
華
の
微
量
は
い
政
輩
、
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習
に
は
か
え
っ
の
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与
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、
兆
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る

・

買

霊

視

の

喜

重

げ

揺
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5
り
を
目
指
す
ベ
様
だ
と
司
自
訪
日
備
問
凶
司
=
相
M
，
立
的
、
黒
海
的
あ
ら
ゆ
る
視
を
組
先
栂
宿
し
判
企
業
の
負
担
も
求
め
主
供
給
を
指
や
し
需
軍
安
問
一
え
看
ト
レ
ー
ド
」
の
手
訟
を
応
用
す
あ
.
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方
星
雲
重
宝
つ
に
み
え
る
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盟
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盟
副
E
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、
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l

Z

陣

に
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力

消

長
日
韓
日
十
機
将
来
世
代
に
ツ
ケ
回
す
な
誌
諮
問
回
日
〈
射
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監
禁
事
連
日
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袋
詰
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町

村
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司
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軍
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弓

あ

る

つ
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ま

た

、

消

喜

に

負

担

時

間

総

統

選

転

が

必

要

な

童

記

な
の
か
、
そ
れ
と
も
虚
舗
の
復
興
円
聞
巨
費
事
つ
車
酎
聞
塁
率
散
を
欠
合
通
税
か
り
、
所
得
税
の
霊
童
限
引
き
よ
り
多
く
の
人
事
し
で
も
所
得
藍
録
す
る
こ
と
へ
の
批
判
も
あ
軍
力
利
用
軍
事
喜
」
と
で
、
供

草

書

え

る

言

。

翼

の

圃

・

司

叶

則

な

書

聖

凶

兆

占

背

皇

国

軍
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と

い

露

呈

書

下

げ

、
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得
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事
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費
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藍
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富
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る
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を
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勇
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園

電

1
・
量
に
あ
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な

る

軍

事

草

川

口

刊

υ品
種
で
東
京
電
力
が
負
担
レ
き
れ
る
の
か
、
葉
世
代
証
律
す
る
盟
娩
皇
室
霊
童
さ
軍
事
へ
の
軍
軍
事
む
負
担
能
力
の
穫
を
考
慮
に
λ
れ
る
カ
利
用
の
ピ
f
ク
翼
雪
つ
な
曜

の
〕
童
画
的
革
著
書
つ
・
擢
邸
主
出
回
目
な
い
部
昔
話
え
る
と
、
話
3
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
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に
く
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で
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、
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追
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・
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司
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叶
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上
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'
し
草
に
加
え
、
地
方
財
政
が
今
後
餓
空
車
の
買
い
上
号
、
殺
喜
一
一

今
回
は
地
震
や
樟
披
営
陣
J

で
な
老
よ
げ
る
一
方
で
ほ
か
の
時
間
需
ラ
政
両
計
画
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
段
と
辰
じ
〆
な
吾
』
と
を
考
え
候
補
地
の
薩
穂
区
画
室
理
、
容
一

〈
、
富
里
の
喜
に
よ
り
電
車
金
幸
げ
れ
時
ピ
ー
ク
分
こ
E
E
歯
韓
首
量
匡
批
砕
き
て
は
い
け
な
い
・

Z富
里
担
利
な
ど
量
や
坦
物
に
関
一

力
不
足
量
善
意
書
量
散
に
一
周
章
す
る
雪
之
効
率
さ
が
呑
め
な
い
・
車
型
化
の
坦
む
被
詰
言
、
こ
れ
ま
す
る
監
韮
舗
韮
通
用
除
外
す
一

で
あ
る
.
東
電
醤
肉
芳
は
、
大
口
畏
期
休
憶
の
網
髭
他
も
通
罰
肢
も
操
業
を
止
め
る
と
生
産
過
程
立
で
の
町
並
み
釜
再
現
し
た
と
し
て
る
た
め
、
横
災
特
区
も
活
用
す
べ
一
一

努
問
者
記
夏
場
の
使
厘
量
を
話
回
%
に
な
吾
之
厩
低
で
も
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週
間
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喜
弄
露
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が
出
る
墾
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あ
札
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、
開
憾
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政
サ
ー
ビ
ス
の
維
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密
室
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斑
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買
や
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地
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削
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す
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と
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畿
務
付
防
、
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畏
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厩
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事
実
務
閉
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を
傘
襲
ぽ
、
数
時
間
の
停
電
な
E
Oぽ
民
厳
雛
は
困
難
で
華
令
都
市
経
務
学
交
換
に
闘
す
る
税
制
毒
剤
努
力
的
に
-
一
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